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地域学校協働活動
地域と学校をつなぐ

コーディネーター
応援BOOK

はじめよう！
やってみよう！



　子供たちが、自分らしく幸せに生きるためには

そして、変化が激しく予測できないこれからの社会を生きるためには

私たち大人は、何を、どのようにすればいいのでしょう？

　その答えの一つが、家庭・地域・学校が連携・協働し、社会全体で子供たちを育てることです。

文部科学省では、そうした活動を「地域学校協働活動」として推進しています。

実は、宮城県では平成１７年度から「みやぎらしい協働教育推進事業」として、家庭・地域と

学校の協働の取組みを進め、地域と学校をつなぐ仕組づくりを促してきました。平成２９年度

からは「宮城県協働教育推進総合事業」として各市町村における地域と学校の連携・協働体

制の一掃の強化と取組の促進を図っています。

　地域学校協働活動を推進するにあたり、コーディネーター役となる地域学校協働活動推進

員がカギとなることは間違いありません。平成２９年３月に改正された社会教育法ではこの地

域学校協働活動推進員を教育委員会が委嘱することができるようになり、法律に位置づけら

れた確たる立場での活動が行えるようになりました。

　これからはコーディネーターが地域と学校をつなぎながら進める「学校支援活動」の充実

が更に重要であると考えています。私たちは、地域学校協働活動で目指す、子供の成長を軸

にして自立した地域社会の基盤の構築・活性化を図る「学校を核とした地域づくり」には、「学

校支援活動」の充実が重要であると考えています。

　この応援 BOOK は、東日本大震災後、地域と学校をつなぐコーディネーターとして、子供た

ちの笑顔を増やしてきた宮城県内の実践力のあるメンバーが集まり、ワーキンググループを立

ち上げ、作成しました。コーディネーターとして活動し経験してきたからこそ伝えられることや、

活動のヒントになることがあるのではと思っています。

　子供たちの笑顔と学びと成長を願う仲間に向けて、この冊子が皆さんの活動の後押しにな

ることを願っています。
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※ この冊子は、地域学校協働活動の中でも特に「学校支援活動」のコーディネーター向けに作成しております。
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地域学校協働活動が、
なぜ、必要なの？
これまでも学校支援地域本部や
協働教育を行ってきたけど…

地域学校協働活動推進員って？
地域学校協働活動を推進するための

コーディネーターです

　コミュニティスクール（以下ＣＳ）は、学校運営協議会制度のことで、学校と地域住民等が力を合わせて

学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組みです。

ＣＳでは、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくこ

とができます。学校運営協議会では、学校運営の基本方針を承認する役割があります。ＣＳが舵取りだとし

たら、学校という船に乗って、どんな人とどんな航海をするのか、実現していくことが地域学校協働活動に

なると思います。

地域と学校がつながり、社会全体で子供たちを育てる必要性
　未来を担う子供たちは「地域の宝」です。多くの子供たちは、学校や家庭がある地域の中で育っていくもの。

中には、家族と先生以外の大人と関わらずに社会へ出る人もいます。

近年、少子高齢化やグローバル化、情報化の中で子供たちを取り巻く環境も大きく変化しています。学校

が抱える課題は複雑化、多様化しています。社会が変わる、生き方が変わる、働き方が変わる今、教育も

変わる必要があります。

　子供たちの学びが、実社会とつながり生きた学びとなり、学ぶことは楽しい、学ぶことは将来役立つんだと、

子供たち自身が実感することが大切です。そのためには、これまで進められてきた「地域が学校を支援す

る」という一方向の関係から、「地域と学校がパートナーとなって連携・協働して、教育目標を共有して一

緒に育てる」双方向の関係になることが必要です。そして、子供の成長を軸にして、自立した地域社会の

基盤をつくり、地域の活性化を図る「学校を核とした地域づくり」を目指していきます。

コミュニティスクール（ＣＳ）と地域学校協働活動の関係

　平成２９年３月に社会教育法が改正されました。その中で、地域学校協働活動を円滑に、効果的に実施

できるようにするため「地域学校協働活動推進員」が委嘱できると明記されました。コーディネーターの役

割の人を明確にして、地域と学校の連携・協働を進めて行きましょうと言うことです。統括的な役割を担う

推進員（統括コーディネーター）と地域で活動を推進する役割の人（地域コーディネーター）がいます。

※（ ）内の名称は様々です。

地域学校協働活動推進員に期待されています。

※引用資料：文部科学省「社会教育法の改正及び地域学校協働活動の推進に向けたガイドラインについて」（H29.4.25）より
※ 図：「社会教育法の改正及び地域学校協働活動の 推進に向けたガイドラインについて」
　（文部科学省 生涯学習政策局 社会教育課 地域学校協働推進室）より

※ この冊子は、学校支援活動のコーディネーター向けに作成しました。



子供たちに豊かな学びや体験を
地域への愛着と誇りを
社会総がかりによる教育の実現に向けて
新人コーディネーターが
ベテランコーディネーターに聞きました。

地域学校協働活動で、
それぞれにいいことは？

　何より実感したのは、２０１１年の東日本大震災の時です。
地域の方が学校の教育活動に日常的に関わってくれていたから
こそ、避難所運営がスムーズでした。どんなに大変な時でも
子供たちを一番に考え、子供たちにとっての日常である「学校
生活」を送れるよう協力してくれました。
　地域と学校がつながり、先生方が地域の情報を得たり、良
好な関係を築いたりすることは「命を守ること」「共に助け合
えること」につながり、結果的に地域の防災力を高めること
になると思いました。東日本大震災を通してお互いを「知る」
ことの大切さを学びました。

地域と学校がつながると、いいことは？

　今の先生は、本当に忙しいです。教育活動の中で子供たち
を見守る目が増えることは、子供たちが安心して学べる学習環
境づくりにもつながります。
　地域の方が学校を支援することによって、先生方が授業や
生徒指導に力を注ぐことができるというデータもあります。（※１）

地域の方が入ることに不安や懸念を抱いたり、仕事が増えたり
するのでは？と考える先生もまだまだいます。でも一度、地域
の方の協力を得られて、一緒に子供たちを育てる良さを実感し
た先生であれば、当初抱いていた不安や懸念は払拭されるこ
とも多いようです。教育活動への協力者を増やすことは、学
校や先生の理解者を増やすことにもなります。

先生にとって、いいことは？

　子供たちが地域の方と交流を通して、様々な体験や経験の
場が増え、コミュニケーション能力の向上につながっている、
さらに地域への理解・関心が深まったといった効果が表れて
います。（※２）それだけではなく、保護者や地域の方の学校
支援ボランティア活動が進んでいる学校ほど学力が高い！そう
です。（※3）様々な場面で、たくさんの大人と関わることは、
子供たちにとって学習意義を実感し、学習意欲につながる
ことにもなるのでは？と考えられます。様々な共有体験を通し
て、子供たちは自分を大切に思う自尊感情や、自分を好きと
言える自己肯定感を高めることにつながります。（※４）いじめ
や不登校と言った課題にも、根底には子供たちの自尊感情や
自己肯定感の低さがあると感じます。大人との関わりは、心の
成長に良い影響があると言えます。

子供たちにとって、いいことは？

　どんな地域にも子供たちのために何かしたい！と思っている
方が必ずいます。地域の方々の持つ知識や技能、学びの成果
が子供たちの教育活動の中で生かされることは、何より地域
の方の生きがいや自己実現の機会となります。（※５）また、
地域の方が学校を支援することを通して、地域の教育力が向
上し、地域の活性化にもつながります。（※６）地域の方が子
供たちと顔が見える関係ができると、地域の中でもコミュニ
ケーションが取れる関係となります。
学校での学びを核として、間接的に保護者とのつながりや地
域住民同士でのつながりが生まれ、ネットワークや地域コミュ
ニティづくりにもつながっていくと感じています。ゆくゆくは、
地域の担い手を育てることにもつながっていきます。

地域住民にとって、いいことは？

　子供たちが育つ家庭環境は、益々多様化しています。保護
者の経済力が高いほど子供の学力も高いと言われています。
（※7）家庭の教育力により学力や体験活動の格差が生じている
のも事実。授業の一環として、子供たちが様々な体験活動を
行うことは、家庭内での親子間の会話のきっかけともなります。
また、子供たちの学びを通して、保護者も地域を知り、学び
にもつながっていきます。学校支援ボランティアとして関わるこ
とで、自分の子供にだけ目を向けていたのが、色んな子供が
いる、という安心感につながり子育てに余裕が出たという話を
聞きます。
ボランティア活動を通して、ＰＴＡや子供会活動とは異なった、
新たな仲間づくりができたという方も多いです。

保護者にとって、いいことは？

※１ , ２ , ５ , ６：「平成27年度地域学校協働活動に関するアンケート調査」文部科学省・国立教育政策研究所  のデータより

※３ , ７：「平成２５年度全国学力・学習状況調査（きめ細かい調査）の結果を活用した学力に影響を与える要因分析に関する調査研究」  国立大学法人お茶の水女子大学　平成26年３月 のデータより

※４：参考文献「いのちの教育の理論と実践」近藤卓著　金子書房
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地域コーディネーターって
どんな役割?
学校と地域をつなぐパイプ役

統括コーディネーターって
どんな役割?

地域コーディネーター、地域ボランティアを
支える頼もしい相談役

 学校のニーズと目標の共有
先生の「～のために～したい」、 「～できる人いないかな」 の声に耳を傾けます。

地域のニーズと思いの把握
さまざまな地域の人の声を聞き、思いを受け止めます。

ニーズとシーズのマッチング
学校とニーズに応じたボランティアを探し調整します。地域のニーズを　
受けた場合、学校へ働きかけ活動につなげられるよう調整します。

活動実施に向けた連絡調整
先生、ボランティア、双方と活動のねらい・目標を共有し、より充実した活動となる
よう打合せや事前準備をします。

活動当日の支援
ボランティアのお迎え・管理職への紹介・活動直前の最終打合せ・活動の記録・ボラ
ンティアの活動支援・活動のふりかえり等を行ないます。

活動後のまとめ・情報発信
活動の内容をまとめたり、ボランティアへの御礼状を出したり、通信等を作成して情
報を発進します。

学校とボランティアとのネットワークづくり
各地域や学校で子供を中心に集まり活動する。人同士が顔が見える関係づくりを促し
ます。（例：ボランティアの感謝の会、交流会など）

※事業については地域により様々です。

地域全体の地域学校協働活動等の企画・調整
教員（管理職や地域連携担当）、行政職員、地域コーディネーター、ボランティア、
社会教育施設職員等を対象とした研修会等を行います。
また、各行政部局と協力して、活動に特化した研修会を企画・調整・運営してします。
（例：読み聞かせ、登下校ボランティア）

地域コーディネーター同士のネットワークづくり
定期的に複数いるコーディネーターの情報交換や、研修会、活動を通して互いに活動
しやすい関係性をつくります。

地域コーディネーターの発掘・人財確保
地域コーディネーターは、フットワークと柔軟性があって、学校と信頼関係が築ける

人が向いています。

地域コーディネーターの資質向上を図る研修
自治体独自の研修を企画したり、外部機関の研修会への参加を促します。

各地域の学校協働活動の充実
地域コーディネーターが活動の意義を実感できるような場づくり等を促します。（例：
ボランティアとの交流会）

地域学校協働活動、事例の収集・情報提供
地域コーディネーターからの実践事例や報告を定期的にまとめます。統括コーディネー
ターが参加した研修会等で得た様々な情報を提供します。

朝
■ 事務仕事
「打ち合わせシート」、「振り返りシ
ート」をつくります。学校や他のコ
ーディネーターとの情報共有のた
めに大切な書類です。

■ 連絡・調整
依頼内容に基づいて先生やボラン
ティアへ連絡し、活動日や内容の調
整をします。

地域コーディネーター
ある一日

昼
■ 学校支援活動・振り返り
学校でボランティアのサポート。

■ （活動のある日は）活動の支援
ボランティアの対応や、活動を記録
します。

夕方

■ 「報告書・活動報告書」を作成
1日の活動報告書をつくります。

■ 学校との電話連絡
夕方は先生も連絡が取りやすい時
間帯です。細かな調整や、準備に
ついて相談や報告をします。

８: 3 0  
■ 打合せ、メールチェック
職員との打ち合わせ。その後はメ
ールをチェック!

■ 地域コーディネーターと連絡
地域コーディネーターからの要望
があれば、職員に報告・相談随時
行っています。
地域コーディネーターとはできるだ
け会って話を聞くようにしています。

統括コーディネーター
ある一日

10 : 0 0 ~
■ 資料・事務処理
学校地域教育の事業を担当して
いるので(※)、書類の用意や、各部
署との調整を行います。

1 3 : 0 0 ~
■ 支援活動
大きなプログラム活動には、担当
コーディネーターと学校での打合
せから一緒に活動し、困っている
ことがあればフォローや相談役に
なります。活動当日も、裏方として
担当コーディネーターをサポート
します。

1 6 : 0 0 ~
■ メールチェック、活動報告作成
地域コーディネーターからの連絡
や報告を受けたり、事業の報告書
を作成します。

先輩コーディネーターの
動きを見てみよう！オススメ

はじめる前に、
活動を見学して
みましょう！
心配や不安が
軽減できますよ♪

先に始めている
地域の方に
ヒアリングする
こともおススメ。
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学校のニーズを把握する
　ニーズ把握のためのシートを作成し、年度末に各学校の先生（地域連携担当など）に添書とともに渡し
ています。新年度、各学校で必要な学校支援ボランティアの希望を取っています。

県内で活躍するコーディネーターが行なっている
方法をご紹介します。

事前打ち合わせで
情報を共有する
　実際の活動に関わる学校支援ボランティアとの
調整が終わったら、先生、学校支援ボランティア、
コーディネーターの３者で事前打ち合わせを行い
ます。
その際、授業や活動の目標やねらいを共有した
り、詳細を決定します。コーディネーターはその
内容を校内で回覧できるよう１枚にまとめます。
ポイントは、管理職が押印できる欄を上部に入
れることです。

学校支援ボランティアが
活動する前に共有すること
　複数のコーディネーターや学校支援ボランティ
アの方が関わる場合、いつ、どこで、誰が、何
をするのか、役割分担を明確にしておきます。
活動を円滑に行うためのチェックシートを作成し
て、全員で共有し、活動に備えます。

添書
※ 情報提供：登米市教育委員会

ニーズ把握シート

学校支援ボランティア連絡シート

※ 情報提供：仙台市立東六番丁小学校

　学校支援地域本部

※ 情報提供：大崎市協働教育コーディネーター ・家庭教育支援チーム

「親の道しるべ」事前打ち合わせ

地域コーディネーターの
具体的な仕事ってなんだろう？

東六番丁小学校　学校支援地域本部《No.　　　　》

記入日：①　　月　　日〔学校　→　←　支援本部〕　②　　月　　日〔学校　→　←　支援本部〕　　　　③　　月　　日〔学校　
→　←　支援本部〕　④　　月　　日〔学校　→　←　支援本部〕

学校支援ボランティア（外部講師）連絡表

H  

学　　校　　記　　入　　欄
依頼担当者 　　　　年　　　

依頼する活動内容
（教科・単元など）

授業・活動
のねらい

依 頼 内 容

支援ボランティア
との打合せ日時

希望する・希望しない　
第１希望　　月　　日（　）　：　　～　　　
第２希望　　月　　日（　）　：　　～　
第３希望　　月　　日（　）　： 　 ～

授業・活動支援
希望日時

第１希望　　月　　日（　）　 　　時間目
第２希望　　月　　日（　）　 　　時間目
第３希望　　月　　日（　）　 　　時間目

連絡・留意事項

学　校　支　援　地　域　本　部　記　入　欄

当日スケジュール
　 :　 来校 　：　校長先生へ挨拶 　準備　 　：　担任と打合せ 
　：　～　：　授業　→　：　片付け  校長先生へ挨拶  終了

外部講師情報

講師派遣依頼文書
の発行

要・不要
　送付先

備　考

学校支援地域本部
連絡先

XXXXXXX　　　支援本部携帯：000-0000-0000
　　　　　　　　abcd@abcxxx.xx.xx

平成３０年　月　　日 

　　　　　 中学校 
校長　 　　 　　様 

市教育委員会 
所　長　　 　  

（公印省略） 

平成３０年度　学校支援ボランティアの派遣予定把握について（お願い） 

　時下　益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 
　さて、平成３０年度の学校支援ボランティア派遣について、予め把握できる部分に
ついては把握し、ボランティアの方と事前調整を行いたいので、ご多忙のところ誠に
恐縮ですが、各先生方の“つぶやき”を含め希望を掌握いただき、別紙参考資料の要領
で取りまとめの上、 月 日（ ）頃までお知らせを願えればと存じます。 

様式については、小・中各校の教頭・副園長先生宛メールでお届けいたします。 
お願い：報告については、メールでいただければ幸いです。 

担当：  
　　　　ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　　 　  
　　TEL　0000-00-0000（内線0000） 
　　FAX　0000-00-0000



● 日中、教頭先生や事務の方が電話対応

されることが多いです。まずは、教頭先

生に要件、どの先生と連絡が取りたいか

お伝えしておくと、その後の打合せもス

ムーズでした。

● 事前に、担当の先生(地域連携担当教諭)

に、電話に出られる時間帯を聞いておく

といいですよ。『○○先生にご連絡をす

るには、なん曜日のなん時頃だといいで

すか ?』とお聞きすると、具体的に教え

てもらえました。

● １６時以降、職員室に一度戻られる先生

も多いので、連絡するにはいいタイミン

グです。中学校は部活動もあるのでもう

少し遅い時間帯がいいようです。

● 連絡事項だけなら、要点をまとめてＦＡ
Ｘをするのも情報共有によいですね。

● 中学校は教科ごとの担当なので、時間割

によっては日中でも職員室で連絡がとれ

ることもありますよ。時間割をもらってお

いて担当している学年を把握しておくと

いいですね。
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　校務分掌（こうむぶんしょう）とは、先生方が学校内で行う「様々な役割」のことです。
先生方は、学級担任や担当教科、部活動を受け持つだけでなく、校内では様々な役割を持っています。主な校務分掌は、
教務主任、研究主任など各種主任、総合的な学習の時間、防災、生徒指導、進路指導、特別教育支援教育、給食指導、図書、
情報教育、清掃指導、保健指導などがあります。校務分掌は、教育委員会や学校ごとで必要に応じて名称や内容も異
なりますが、「地域連携担当」は、宮城県内全ての小・中学校に配置されています。コーディネーターにとって、教頭先
生だけでなく地域連携担当の先生と話す機会を増やしていきましょう。

● まずは、笑顔で挨拶！先生だってコーディネーターは話しやすい人の方がいいと思いますよ。

● 担当の先生が変わった時には「昨年はこんな活動もしていました」と一覧でお渡ししています。

押し付けにならないように、必要な時にお声がけくださいと言い添えます。

● 担当の先生だけでなく、教頭先生や教務主任、学年主任の先生等にもお話するように心がけています。

校内でいろんな先生と話しやすくなると活動もスムーズに。

● 先生からのお願いごとに「無理」と思ってもすぐ断らないようにしています。

無理そうなときは「こんなのはどうでしょうか？」と代案をお話しするよう心がけます。

年度始めに学校からいただきたいもの
知っておきたいこととは？

毎年、必ずあるのが先生の異動です。
年間で活動しやすくするために
知っておくといいことをご紹介します。

先輩コーディネーター
のちょっとした
気遣い＆工夫

新年度、スタートが大切！
コーディネーターとして
何をすればいい？

「私がコーディネーターです」と
ご挨拶する場面をつくってもらう
　新年度最初の朝礼や職員会議等で、新しい先生にも
誰がコーディネーターをしているか、管理職からご紹介
いただくと、顔が見える関係が構築しやすくなります。
　また、コーディネーターがどんなことをするのか、
どんな立ち位置なのかをお伝えすることもおすすめします。
4月末にあるPTA総会でも、保護者向けにコーディネーターや
地域学校協働活動の紹介をすると理解が深まります。

学校要覧
　毎年、学校ごとに４月-５月頃を目安に作成します。
教育目標やめざす学校像、児童・生徒像、職員名
などが記載されています。
学校として、どんなことを大切にしていくのか具体
的にどんな取り組みを行っているのか等が書いてあ
ります。一度は目を通すことをおすすめします。

年間行事予定
　年度末には、新年度の年間行事予定が確定します。
年間行事予定一覧表をいただくと、コーディネーター
として動く時にも役立ちます。

● 地域連携担当の先生の相談役はコーディネーター。
ظؔ٭ؤյכ׾؅锶ذ٭ظס┫♧ ն׌ױ׽־⮔ֿס׾ַי׿׈מ׽յ꾙עך㳔吾׷⚶〈䉖永匆侷芌㣗׾ַֿ٭ذ٭ؾ

校務分掌

(例)

コーディネーター
を配置している
n＝２８２校

● 市町村コーディネーターの配置状況による地域連携担当の相談相手

教頭（135）47.9 %

市町村教育委員会の担当者
（22）7.8 %

宮城県教育庁生涯学習課
「平成 29年度地域学校協働活動の実施状況に関するアンケート調査報告書」より

市町村及び事務所の社会教育主事
（7）2.5 %

相談相手なし
（3）1.1 %

（3）2.7 % （2）1.8 %

地域学校協働
活動推進員
（4）1.4 % 無回答

（1）0.4 %

（4）

3.6 %

（13）

11.7 %

（11）

9.9 %

（13）

11.7 %

公民館
職員
(23)8.2 %

その他
(26)9.2 %

（65）58.6 %
コーディネーター
を配置していない
n＝１１１校

コーディネーター
（61）21.6 %



15 16

ここで言うスキルとは、コーディネートする上で
知っておきたいちょっとした「コツ」を言います。

地域コーディネーターに
役立つスキルって
何だろう？

ただ「つなげる」だけじゃない。
より活動を充実させるための
コーディネートスキルとは？
先輩コーディネーターに聞いてみました。

『知る』と『できる』は違います。 まずは、意識してやってみましょう！

　コミュニケーションの基本は聴くこ

と。相手の話を「聴いているよ」とサ

インを出すことが大切です。

● ポイント

・相手の話を最後まで聴く。

・相手の話を否定しない

（一度は受けとめる）

・分からない時は、素直に質問する。

①  聴く力

　どこに（誰に）、どんな情報を、どう

やって発信するを明確にすること。発

信ツールは様々です。

● ポイント

・事前に学校やボランティアの取材・撮

影・掲載許可をもらう。

・ボランティアへの撮影・記録のルール

を説明する。

（特に撮影ＮＧの児童・生徒の確認、個
人が特定されてないような配慮が必要）

③  発信する力

心の余裕ができると・・・
上記のスキルを支えるベースは・・・

笑顔で活動できます！
先輩コーディネーター誰もが

活動中は笑顔が大切と答えています

　相手の立場になって、相手に分かり

やすく話すこと。相手を嫌な気持ちに

させないことが大切です。

● ポイント

・自分の思いを一方的に話なさい。

・専門用語やカタカナ語に気をつける。

・場合によっては、文字で伝える

（メール、メモ等）

・「大丈夫でしたか？」「何か分からな

かったことありますか？」等の一言を添

えて、相手に伝わったか確認をする。

②  伝える力

やってみよう！
・相手の目を見る
・うなずきながら聴く
・あいづちを打つ
・相手の言葉を繰り返す
・メモを取る

準備する力
事前の「段取り８分」です。
活動当日に向けて、「モノの準備」
「心の準備」をすると「コトの準備」につながります。

やってみよう！
・相手の目を見る
・声のトーン、話すスピード、
   言葉づかいに気をつける
   （上から目線は NG）
・ポイントを絞って伝える

主な情報発信ツール
・～通信、～だより
・HP、Blog
・SNS（facebook、Instagram等）
・マスコミ（TV、新聞等）
・地域広報誌　等



自治会
町内会長、行政区長、役員など

コーディネーター

行政機関
行政職員、警察、消防等

社会教育施設
公民館、生涯学習センター
図書館、自然の家等

地域団体
社会福祉議会、ＪＡ
老人クラブ、婦人会、

サークル等

ＮＰＯ 大学 等

企業 等

ママ友

地域愛溢れる人

退職教職員

食生活改善委員

民生委員

ＰＴＡ
役員、ＯＢ、関係者
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コーディネーターの誰もが経験する
ボランティア探しの第一歩。
まさにコーディネーターとしての
腕の見せ所。誰に声がけするかで
活動の質が変わります。

協力してくれる
ボランティアを
どうやって探す？

　地域のキーパーソンとは、この人とつながると情報が得られる、協力者を集めてくれる、活動を支援してくれる等、地

域で頼りになる方です。所属団体の長であったり、事務局を担う中心的な役割の方が多いです。先生の「子供たちのた

めに、こんな活動をしたい」と言う思いを実現するために「～できる人」を探します。まずはコーディネーターが信頼

できる方へお声がけしてみましょう。

地域のキーパーソンに相談する

どんな方がボランティアをしているの？
　ボランティアは、特別な資格がなくても大丈夫！「子供たちが健やかに育って欲しい、
子供たちに自分ができることを教えたい・伝えたい、子供たちを見守りたい、子供たちや
地域のために何かをしたい」等と言うお気持ちがある方なら活動できます。専門的なことな
ら外部講師に、地域の方なら誰でもできる活動なら日常的なサポーターとして。活動内容
によって活躍する場面が異なります。
　コーディネーターが、地域の方の思いを汲み取って、活躍の場をつくることも大切です。

地域の方へのご挨拶で緩やかなネットワークづくり
　子供たちのより豊かな活動のために、コーディネーター自らが地域へ足を運

び、ご挨拶をして顔が見える関係をつくることが大切です。「ご挨拶３点セット」

を用意すると便利です。

ご挨拶３点セット

【名札】　【名刺】

【活動紹介パンフレット】

ＰＴＡとの関係
 　地域学校協働活動では、ＰＴＡとの関係を整理しておくと良いと思います。

PTA 関係者がコーディネーターや学校支援ボランティアをされている方も多いです。自分の子供が卒業しても、学校の教育活動

に関われる良さもあります。また、地域学校協働活動として行う際、場合によっては、ＰＴＡ予算から資金を捻出してもらうこと

もあります。

子供が大好き！
資格はないけど、
～することが得意です！

子供たちのために
地域のために
何かできるかな。

今まで～なことを
経験してきた。
何か役立てたら嬉しい

将来のために
学校でボランティア
活動をしてみたい（学生）

笑顔と熱意でお声がけ♪
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初めてボランティアする時は
大人でも緊張します。
子供たちのために
ボランティアが活動しやすいよう
準備を進めましょう。

ボランティアが
気持ちよく活動するために
どんな準備が必要？

■ 打ち合わせでは・・・
・授業や活動のねらい、目標を共有する。
・子供たちの情報を共有する。
（クラスの様子、配慮が必要な子供のことなど）
・当日の交通手段、到着時刻、準備物、留意点など
を確認する。
・ボランティアの当日の連絡先を聞いておく。
>>>> 当日、直前に変更が生じた！ボランティアと連絡
が取れなくて 困った。なんてことも。
・ボランティアに撮影（写真やビデオ）していいか許
可を取る。
・ボランティアが撮影した写真等をSNSやWEBにアッ
プする際は事前に学校の許可を取るなど注意を伝え
る。
・活動中に知り得た情報について、守秘義務があるこ
とを伝える。（場合によっては、誓約書を記入してい
ただくことも）

■ 打ち合わせ後、前日までに・・・
・撮影 NGの子供がいるか、先生に確認する。
・ボランティア保険に加入手続きをする。
（学校を経由して加入することが可能。詳しくは教頭
先生へ）
>>>> ボランティアが活動中ケガをした。治療費の相
談が入って…トラブルにならないようにするために保険
加入は必須です。
・ボランティアの名札を作成する。
・必要な書類を作成し（例えば、P10 学校支援ボラン
ティア連絡シート等）、校内の関係者で共有する。
・授業や活動で使う物を準備する。
・（学校によっては）活動についてマスコミに取材依
頼をする。　など

事前

ボランティアとの関わりは
当日だけでなく、事前・事後も大事！

コーディネーターとして行う
業務の流れを時間軸でご紹介します。
事前の打ち合わせ、事後のふりかえりも
しっかり行うと次につながりますね。

■ 活動前に・・・
・ボランティアが揃ったら、全員で最終の打ち合わせ
を行う。
・時間があれば、管理職へご紹介する。
・担当の先生と直前の打ち合わせを行う。
・再度、守秘義務について伝える。
・何よりも「子供たちのための活動である」ことを伝
える。
>>>> ボランティアが張り切って、子供たちがやる学習
なのに全部自分でやっちゃった…とならないように目標
やねらいを共有しておくことは大切です。
・当日の見学がいる場合や取材が入る際もお伝えする。
・最後に、撮影や守秘義務について確認をする。

当日

■活動直後に・・・
・何よりも、感謝の気持ちを伝える。
・（活動によっては）ふりかえりシートや感想を書いても
らう。
・良かった点や改善点はしっかりと伝える。
>>「もっとこうすると子供たちの反応が良くなりますよ」
などとアドバイスも。子供たちの学びと成長のためでも
あり、活動の質も向上します。
・ボランティアからの意見や気づきもしっかりと聞き、先
生方と共有する。

■活動日以降・・・
・子供たちの感想やお礼状をまとめ、渡す（送る）
・通信等を作成し、活動を紹介する。

事後

sho



学習内容によっては、
これまでも

ゲストティーチャーは
学校で調整

できていました。

専門的知識や技術が
必要なゲストティーチャー
による授業や活動

子供たちの
学習環境を整えるため、
日常的な授業や活動への
サポートに対する

学校ニーズは高いです。

地域住民等による
専門性を問わずにできる

サポート活動
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子供たちのためにと、ボランティア登録したものの
いつも決まった方ばかりが活躍している・・・
登録したボランティアの活躍の場は
登録内容だけではありません！

もっとボランティアが
活躍するには？

ボランティアの
活躍の場を広げるために

学校ニーズの考え方

人材バンクリストを作って、満足していませんか？
ボランティアの考え方を変えてみましょう。

　よくあるのが学校支援ボランティアの「人材バンクリスト」。コーディネートをする人にとって、貴重な情報

です。しかし、ボランティア側からすると、せっかくボランティア登録したのに、「全く声がかからない」とい

う不満の声が聞こえてくることもよくあります。

　そもそも人材バンクは、概ねゲストティーチャーとして活動できる特技や専門的知識等を持った地域の協力

者です。この特技や専門的知識等は、学校の教育活動内容と合致するとは限りません。協力しようとボランティ

ア登録してくれる方は、子供たちのために何かしたい、役立ちたいと思っている人ばかりです。大切なのは、

この方々の思いを受け取ること。

　学校支援ボランティアが活動するニーズの考え方も、下記のように２つに分けるとコーディネートしやすくな

ります。

【例】小学校での書道ボランティア
ゲストティーチャー：書道を教えられる人（人材バンクの登録内容）
サポーター：書道の準備・片付け等のお手伝いができる人（登録ボランティアに声がけ可能）

※資料提供：NPO 法人まなびのたねネットワーク

ボランティアをする方の思いを活かそう
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学校への提案を
子供たちの豊かな学びにつなげるために

学校の教育活動には約束事があります
どの授業や活動でも学習課題や時間が決まっていることを

覚えておきましょう。

地域の方やボランティアからの提案や要望。
嬉しいけれど、時には学校と地域の間に入って
困ってしまうことも…
対応の仕方が大切です。

 地域から学校への要望
「こんな事したい」と
 言われたら？

　大人の自己満足にならないために
　知っておきたいこと
　子供たちに豊かな学びをしてほし
い！協力者の思いが熱いほど、強い
要望が出てくることがあります。
　確かにと、うなづきたくなる場面
ですが…ちょっと待ってください。
学校の教育活動は、国（文部科学省）
が定めた学習指導要領に則って学習
内容や学習時間が決められています。
先生は、年間でのカリキュラムを考え、
スケジュールを組み立てて授業や学
校行事などを行っています。
突然、新しいことを「やりましょう！」
と言われても、それがどんなに子供
たちのためになることであっても、調
整することが難しいのが現状です。
大人が提案した「やりたい」を実現
するのは、大人の自己満足になりか
ねません。コーディネーターとして、
学校の事情を理解することはとても
大切なことです。

　子供たちを中心に考える

　せっかくいただいた提案。地域学
校協働活動を進めるためにも、コー
ディネーターとしては有難いことです。
では、その提案は、対象となる子供
たちにとって適したものか？を考える
必要があります。子供たちの発達段
階は様々です。学校での学習内容や、
実施時期も関わります。その提案内
容が、何のために行われるのか、ど
んな子供たちを対象に、それを行う
ことによってどんな学習効果が得られ
ると考えているのか、また参考となる
実績はあるのか等を、しっかりと聞く
必要があります。コーディネーターと
して可能な限り事前情報を得られる
と、学校が実施可否の判断がしやす
くなります。それが、子供たちの豊
かな学びの機会を創る一歩となりま
す。

　実現するために
　どうすればいいか
　まずは提案してくれた方への熱意
を受け止め、感謝の気持ちを伝えま
しょう。コーディネーターの力量にも
よりますが、提案内容について、どう
やったら実現できるか一緒に考え、
調整することもできます。と同時に学
校へ提案内容を打診することも必要
です。その時に先生方が判断しやす
いように得ている情報を伝えます。
コーディネーターが学習内容等を理
解しているのであれば（専門的な知
識を要しますが）、具体的に「○年生
の●●ではいかがでしょうか？」と判
断を仰ぐこともできます。もしくは、
提案内容の情報があれば、先生の方
から「○年生の●●だったらできる
かも」と受け入れてくれることもあり
ます。
　もし、新年度の計画に組み込んで
もらいたいのであれば、なるべく早く
（１２月頃を目安に）相談しておきま
しょう。コーディネーターは双方の思
いを受け止め「通訳者」となることが、
橋渡しをする時に大事です。
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仙台市 小1
生活・学習
サポーター

取材協力：宮城県仙台市立東六番丁小学校

事例紹介１　見守る大人たちが参加

スーパーバイザー
鹿野さんに

生活学習サポーターの
ねらいを聞きました

仙台市立東六番丁小学校　学校支援地域本部
スーパーバイザー　鹿野恵美子さん

■ 生活・学習サポーターの募集から、活動内容

新・小学1年生の学習や生活を見守る

生活・学習サポーター、通称「おかあさん先生」。

授業以外にも着替え、食べる、トイレ・・・etc。

まだまだ不安な1年生に、温かく寄り添います。

後ろから手がのびて「ねえ、お母さん先生」

クラスごとにノートを分けておくと先生
も読みやすく、サポーターもで書きやす
くなります。

お揃いのエプロン姿で、子供や
先生が一目でお母さん先生と分
かります。サポーターも、自分の
ものが用意してあると居場所が
あるようで嬉しいとのこと。

名札は誰が来たか一目でわ
かるため、学内セキュリティー
にも一役かっています。一週間のシフトがひと目

でわかるホワイトボード。

仙台市教育委員会から委嘱状が発行され、
一人一人に手渡されます。

　この企画のねらいは、何かと不安があ

る新入学児童が安心して学校での集団生

活を過ごし、落ち着いて学習に取り組める

環境をつくることにあります。そのために、

担任の先生の指導をサポートするのが役

割です。入学式翌日から夏休み前まで各

教室に毎日１名ずつ入り、朝の会から帰り

の会まで子供たちを見守ります。給食は

仙台市から提供され、教室で同じものを

一緒に食べて、子供たちと会話をしなが

ら気を配ります。エプロン姿が目印で、通

称『お母さん先生』と呼ばれ、その名の

通り、時にはお母さんの目線で、細やか

に優しく接しています。長く続いている活

動で、保護者や地域の方々が登録し毎年

行っています。

Qコーディネーターとして
気を付けていることは？

　先生の意見を尊重しつつ、サポーターの声

にも耳を傾けて双方のバランスを常に心がけ

ます。それと、子供たちの学校生活そのも

のを見守るので、活動で見聞きしたことでの

守秘義務は、必ずお伝えしています。

私なりのこだわりは、サポーターのシフトを

考える時、なるべく知らない子供と大人が出

会うようにしていることです。この活動を通

して “ 年齢を問わず、新しい出会いが広がっ

て欲しい”いう願いからです。

担任の先生、サポーターの
皆さんとのパイプ役
　１年生のクラス担任になった先生と
コーディネーターとで、年度始まりに
簡単な打合せをします。そこで出た
要望をサポーターに伝えています。
現在、活動が長いベテランが多く、
さほど細かな連絡は必要ないほどで
すが、初めての人には、先輩と一緒
に活動してもらいます。大事なのは、
学校は先生と子供たちのものである
と忘れないこと。また、見守る、声
掛けの言葉づかい等の注意点はきち
んと伝えます。

 まずは募集の呼びかけを
「お便り」から

　４月当初、まずは「東六小支援本
部だより」を作成して、子供たちを
通して各家庭に配布。サポーターの
募集をします。

3月
● おたよりや声掛けで募集

● サポーター申し込み受付

● 内容説明のため、学校に来てもらう
活動目的や守秘義務等大切なことはしっかり伝
えます。

春休み
● １年生担任の先生と打ち合わせ

● サポーターメンバーの把握

● 名札やロッカー等、受け入れの準備

● シフト作成
毎週、一週間前にはシフトを作ります。

4月
活動スタート！入学式翌日から教室に入
り、給食も含めて１日を一緒に過ごしま
す。各クラスに１人がつきます。給食費
は仙台市が負担するため、人数の取りま
とめもコーディネーターの役目です。

5月 夏休み以降
● 担任の先生に確認しながら、必要な教科

の時間に、何人サポータが必要なのか聞き

ながら、人数配置を調整します。

● 主に教科のサポートになります。

仙台市立東六番丁小学校
小野 順 校長先生

校長先生から一言   ～ 地元全体で育む力 ～
小1生活・学習サポーター“おかあさん先生"と過ごした子は、学年が上がっても

落ち着いています。

それは見守られた安心感があるから。卒業後、思春期になっても街角で

「あら、どうしたの？」と小１の自分を知る人に言われると

やっぱり無視はできない(笑 )。見守られている実感が続きます。

地元全体で人を育む"ことが、今の子供たちには必要なのだと思います。

当日はサポーターが
動きやすいようにサポート
　まず登校したらエプロンと名札を着
けてもらいます。これで子供たちや先
生もおかあさん先生だと分かります。
打合せをし、情報交換ノートで前回か
らの引き継ぎ内容、先生からのコメン
トを確認してもらいます。また前の授
業が体育だから、着替えの見守りが必
要とか、遠足の前だから何だかはしゃ
いでる・・・など。クラス全体の雰囲
気もコーディネーターが伝え、理解し
て接してもらえるよう心がけます。活
動が始まると、基本はお任せです。コー
ディネーターは各教室の様子を邪魔に
ならないように見守ります。

先生との連絡、シフト調整も
コーディネーターのお仕事
　あらかじめ、先生にどの授業でどん
なサポートが必要か伺います。例えば
「今回は算数でおはじきを使うからフォ
ローしてほしい」等です。なるべく各ク
ラス一人が入れるように一週間前からシ
フトを作ります。

工夫が
いっぱい

 終わった後が大事なひととき
　活動が終了したら、クラスの情報交
換ノートに書き込みをします。もとも
とは、おかあさん先生と、コーディネー
ターとの間で情報共有するノートでし
たが、いつしか先生もコメントするよう
に。今は交換日記のようです。これが
あるとそのクラスで見守っている大人
たち全員が、情報共有できます。コー
ディネーターはサポーターが感じる
「あれは？」「どうしたらいい？」を
キャッチして、後の活動に活かします。
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登米市の
キャリア
セミナー

取材協力：登米市立津山中学校

事例紹介２　１５人の講師で開催

準 備

開催当日

　講師顔合わせ
学校側からのあいさつ等

　講師受け付け
講師一人に担当者がつき、小道具や資
料をお預かりして控室へご案内

裏方としての
コーディネーターの

動き

朝のミーティング
朝一番に一日の流れや役割分
担を確認します。

会場準備
各教室の準備もコーディネー
ターが担当。ＰＣ環境の整備な
どはセキュリティーの問題もあ
るので、学校の先生が管理し
ます。

「○○さん、来てない？」
生徒指導は先生がしますが、も
しも講師のお迎え係がまだ到着
してない・・・。そんな時は担
当コーディネーターからも声掛け
をします。

記録係も大事な仕事
撮影された映像を基に、広

報や後日行われる講師交流
会で使う映像を編集します。
「責任重大なんですよ…」

あとかたづけ
講師の小物や資料は大事に管理しま
す。子供たちにも手伝ってもらいな
がら後片付けも手早く

「先生、今、こんな感じです」
子供たちの移動時間等の隙間
で、担当の先生に現状を細か
く報告。学校全体で取り組む
大きなプログラムなので、全体
像がつかみにくいですが、こう
した声掛けで情報共有をして
おくと、全体進行がスムーズに
なります。

中間ミーティング
津山中学校担当コーディネーターが
中心になって、２回目の中間ミーティ
ング。どんな状況か、困ったことは
起きていないかを洗い出します。
情報共有することで、一人で「困っ
た」を抱え込まず、みんなで素早
く解決できます。

見守りとメモ
講師がどんな話をしたか、子供た
ちの反応も見逃さず、細かにメモ
します。また統括コーディネーター
役は、全体運営を考えながら見守
ります。

最終ミーティング
講師の方や先生方からの意見。
コーディネーター目線で見た課題
を出しあいます。見えてきた改善
点は次に実施する学校で活かさ
れます。

講師交流会
講師交流会では，キャリアセミナー
のビデオ視聴や講師情報交換など
を行い，キャリアセミナーをさらに
ステップアップさせる機会としてい
ます。

一人で活動することが多い地域コーディネーター。

ここ登米市では、市内の複数の中学校でキャリア教育プログラム行うため、

統括コーディネーター役（登米市教育委員会生活学習課所属＋社会教育指

導員）が全体調整役になりながら、担当学校、地域の枠を超えてチームで

活動します。

　各教室へ講師の方を
　ご案内
　  生徒自らが行います。

４

　開会式
体育館での開催式

３

２

１

津山中学校　キャリアセミナー講師一覧
● アナウンサー　● ゲームクリエイター　● デザイナー　● ネイリスト　
● キャビンアテンダント　● パティシエ　● ホテル・旅館業　● 一級建築士　
● 航空機整備　● 看護師　● 教員　● 幼稚園教諭　● 消防士　● 警察官　● 財政・金融

講師反省会
率直な感想・意見を伺いま
す。「また来年も呼んでくだ
さい」との嬉しい言葉も聞
こえました

１５教室で
入れ替わり制の講座

生徒が希望の講師の教室に向かいます。
講座は２回の入れ替わり制。

少人数なので、講師をより身近に
感じられるのが魅力です。

1５名もの講師を前に、講座を
選ぶのにすごく迷った！

という生徒も。

さまざまな職種の15名の講師陣。
中には県外からお呼びした講師も…。
こんなに多くの講師に来ていただくには、
情報収集、連絡、交渉、準備ｅｔｃ、ｅｔｃ。
たくさんの苦労がありましたが、
学校・地域を超えたチームで
取り組めたことで、可能になりました。

６月説明会開催
　各学校の担当の先生に集まっていただ

き、セミナー説明会を行います。夏休み前

に、各学校から生徒の「希望職種ベスト

20」を出してもらいます。

キャリアセミナー
コーディネーター部会

　「希望職種ベスト２０」をもとに、地域

の枠組みを超えて、コーディネーター同士

が連携。講師案やネットワークをお互いに

提供し、講師候補と担当を決めます。

最終打ち合わせ
（実施２～３週間前）

　統括コーディネーターと共に、学校と最

終段階の打ち合わせを行います。ここで

は細かな部分の確認が主になります。

初回打ち合わせ
（実施２～３ケ月前）

　統括コーディネーターと共に、校長先生、

教頭先生、担当の先生と講師リスト他、要

望等をもらい、再調整をします。

複数の人数で打ち合わせをすることで、行

き違いを防ぎます。

持ち帰った調整や必要な準備を地域コー

ディネーター同士でも情報共有しながら行

います。
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地域を学ぶ
実施事例

「地域の歴史を学ぶ」

「地域の特産品で竹ぼうき作り」

お願いした人
地域の物知り

　公民館（地域情報満載！）

昔ばなし・昔あそび

お願いした人
地域の語り部

地域団体

昔遊びサークル

地域の高齢者

読み聞かせ

  お願いした人
読み聞かせサークル

ＰＴＡ

学校環境整備

実施事例
「放送機材の点検」

「校内の環境美化」

お願いした人
ＰＴＡ

地域ボランティア
安全パトロール

実施事例
「交通安全教室」

お願いした人
町内会防犯協会

地域ボランティア

ＰＴＡ

交通安全協会

本の整理

お願いした人
図書ボランティア

ＰＴＡ

地域ボランティア

総合学習
実施事例

「新聞づくり」
（朝会で新聞に親しむ）

学習補助
お願いした人
地域ボランティア

実施事例
「職場体験」
現地体験

お願いした人
地域の商店

商工会、医師会

ミシン・裁縫

実施事例
授業の補助

お願いした人
ＰＴＡ

地域ボランティア

農業体験

実施事例
田植え、稲刈り体験指導

お願いした人
地域の農家の方

ＪＡ職員 スポーツ

実施事例
「タグラグビー」

「陸上」スポーツ指導

お願いした人
体育協会

伝統文化
実施事例
「茶道体験」

学習指導、クラブ活動指導
お願いした人
地域の茶道師範

実施事例
「和太鼓」演奏指導
お願いした人

地域の和太鼓団体

実施事例
「大正琴演奏指導」
お願いした人
地域のサークル

６年国語
実施事例

「町の幸福論」
地域団体の活動紹介

お願いした人
地域団体・NPO 等

全学年共通

学習サポート
実施事例
「習字」

「雑巾づくり」

お願いした人
書道教室の先生

保護者

手芸サークル

伝統文化
実施事例

「浴衣着付け指導」
お願いした人
地域住民

実施事例
「和楽器指導」
お願いした人
地域のサークル

職場マナー講座

実施事例
「職場体験前のマナー学習」

お願いした人
マナー講師

職場体験

実施事例
職場受け入れ

お願いした人
地域の商店

商工会

医師会

中学校

食育
実施事例

「サツマイモを食べよう！」

調理指導補助ボランティア

お願いした人
婦人部（料理のベテラン！）

食育委員会
（地域の健康を守っています）

学習サポート

実施事例
授業の補助

※P15「生活・学習サポーター」参照

お願いした人
ＰＴＡ

地域ボランティア

まち探検

実施事例
「まち歩き」

見守りボランティア

お願いした人
ＰＴＡ（OBも協力してくれる）

婦人会・民生委員・区長会
（やはり地域の救世主！）

小学校低学年

小学校高学年

学習サポート
実施事例

「そろばん」「習字」

「裁縫（波縫い）」「体力テスト」

学習補助

お願いした人
地域ボランティア

（指導ではなく、あくまで見守り）

まち探検

実施事例
「まち歩き」

見守りボランティア

お願いした人
ＰＴＡ（OBも協力してくれる）

婦人会・民生委員・区長会
（やはり地域の救世主！）

理科

実施事例
「生き物と環境のかかわり」

お願いした人
地域団体

小学校中学年

事例紹介３
たくさんのボランティアが活躍しています！
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ちずるさん

ちずるさん

まさえさん

まさえさん

まさえさん

ようこさん

ようこさん

ようこさん

まさえさん

えみさん

えみさん

えみさん

コーディネーターってどう？
現役コーディネーター座談会
コーディネーターとして活躍中の皆さんが集まって、
ここだけの話し？本音をいろいろ話してくれました！

　　　　　　つながると言えば、ゲスト

として呼んだ卒業生 Eさんと、当時作っ

た卒業制作を「お便り」に写真と共に

掲載したら、何年も地域を離れていた

E さんの同級生が目にして「私が作っ

たものだ」と学校へ見に来てくれまし

た。「お便り」１枚でも新たなつながり

ができました。

　　　　　　学校には、世代や時代を

超えてつながる要素がたくさんありま

す。自分の子供が在校中は保護者も学

校に足を運びますが、卒業した途端、

なかなか関わる機会がなくて…特に小

学校は、地域の核であって、卒業生だ

けでなく保護者や地域の方の心の拠り

所やふるさとになる。その思いを受け

止めて、今通っている子供たちのため

に先生方や保護者のお手伝いができた

らいいなと思います。

　　　　　コーディネーターは裏方で

す。どんな役割なのか伝わらないと、

協力を得るのに苦労します。私たちの

活動や役割が見える化され、理解を得

やすくなったらいいなと思います。

　　　　　今後は、地域を超えたコー

ディネーター同士のつながりが生まれた

らいいなと感じています。コーディネー

ターは時に孤独な時もあるんですよね。

現場によって状況も違うし、子供たちも

ボランティアも先生もいろいろ。コーディ

ネーターの判断が求められることも多い

し、時に「あれで良かったのかな？」と

悩むことも。そんな時に同じ立場のコー

ディネーター同士で情報交換できたら

心強いし、とても励みになります。

　　　　　　私が担当している学校の

卒業生や元 PTA 役員、地域の方がボラ

ンティアで関わっていただくと「地元の

学校に恩返しができて嬉しかった」と

言われます。「お声がけして、学校につ

なげること自体が大事なんだ」と感じ

ました。

　　　　　　特にご年配の方から「今

は、子供たちと関わりのない生活して

いるけど、ボランティアすると子供たち

と触れ合えて元気になる」と。あぁ、

これはコーディネーターとしてやりがい

を感じ嬉しくなります。同時に、地域の

中で子供との関わりって少ないんだなと

も思いました。子供にとっても大人との

関わりが少ないことですよね。高校卒業

すると若者は外に出て行き地元に残ら

ないし、戻ってくる人も少ない。結果的

に子供はどんどん少なくなりますよね。

　　　　　　ようこさん（仮）
　　　　　　本の読み聞かせボランティ

アから小学校専属のコーディネーター

へ。気づけば５年目を迎え、当時のボ

ランティアの仲間が今も最大の協力者。

心強い存在です。

　　　　　　えみさん（仮）
　　　　　　PTA 会長を経験後、学校

が好き！な気持ちからコーディネーター

に。今年で６年目を迎え、複数の学校

を担当して元気に奔走しています。

　　　　　　ちずるさん（仮）
　　　　　　統括的な立場で、各地域

のコーディネーターの相談役もこなして

います。しっかり者と言われますが、

実はコーディネーターの皆さんに助けら

れてます。

　　　　　　まさえさん（仮）
　　　　　　広い地域を担当するコー

ディネーターです。今日も西へ東へ愛車

を駆使して向かいます。やはり「地域

のおばちゃん力」が大事ですよね。

つなげる、つながるという
活動のやりがい

　　　　　　コーディネーターの専門性

やつながりの問題もありますが、まだ

まだ活動そのものの仕組みができてい

なくて、自治体の中で活動の地域格差

も課題です。ここの地域は活発で、こ

こはあまり…そういう格差が結果的に

子供たちの学びや地域力の格差につな

がっていきます。教育格差、地域格差

をなくせるよう、コーディネーターとし

て宮城の子供たちに関わっていきたい

と思います。

　　　　　コーディネーターをしていて、

　　　　普段なら接することがない９０

代とか、逆に１０代の女子高生とか・・・

今では気さくに話が出来るようになった

し、人だけでなく地域の “ 知ってる ” が

増えました。

　　　　私は若いママ世代の親に近い

年代。現役子育て世代と先輩たちを繋

ぐ役目が楽しいです。幅広い年代の温

かい目で子供たちの成長と笑顔を囲ん

で、皆で良かったねと言えるところが

いいですね。

　　　　　　ある子が「隣の家のおじ

さん、どんな人か知らなかったけど、

ボランティアで来てくれたら優しい人

だった」と。今の子って、隣りの家で

も “ 遠い大人 ” なんです。子どもから

見ると、地域には知らない大人が多い。

そこをつなぐ楽しさがありますね。当

の “ おじさん ” も自分を知ってもらえて

子供たちとの挨拶が増えたり、変化が

嬉しいと言っていました。

　　　　　　子供が学校の活動で知り

あって「こういう人か」と分かると、

コーディネーターの楽しさ、
ならではの発見！

　　　　　　商店街もそうですよ。どう                   

　　　　　しても大きな郊外スーパー

に行きがちだけど地域の商店街の人た

ちが、町探検に来た子供たちに「君た

ちが繋いでくれないとこの商店街は将

来はないな」と言ってくれるので、使命

感に燃えて「絶対に買い物に行く」と。

（笑）活動を通して子供たちが地元を身

近に感じてくれることは大事ですよね。

近所の駄菓子屋さんが喜んでいたのが

「子供に連れられて若いパパ、ママが来

てくれた」ことでした。

　　　　　　お祭りも、学校にゲストで

　　　　　来た方が「今年は神輿の担

ぎ 手がいなんだよ」とお話することで

「じゃぁ、僕、担ぎ 手 やる」と。実 際、

地 元 の お 祭 り に 子 ど も が 参 加 す 

る よう に な っ て、「せっかくだから」

と商店街の人たちが、 買わなくていいか

ら子供限定でスタンプ カ ード を 作 っ

て 、 お 店 を 巡って5つスタン プ を 集 め

たらかき氷をもらえる（笑）。地域が子

供の傘下によって活気付きますよね。学

校での教育活動は、子供たちの成長に

つながるだけでなく、子供たちの姿を見

て、今度は大人たちが変わって行きます

ね。地域の教育力が高まるなと思います。

　　　　　　地域の伝統芸能もそうで

　　　　　すね。後継者がいない神楽

保存会を先生が授業で紹介して、子供

たちが会に来るようになって…従来なら

ゲストテーチャー的に学校で教えておし

まいですが、学校での働きかけから子

供たちが自ら会に足を運ぶことで、良

い循環ができています。保存会の人も

ほめ上手で「うまい！！」と（笑）。地

域の大人にほめてもらえると、子供た

ちも俄然やる気が出てくるみたいです。

学校から、
地域づくりにひろがる輪

今度は自分の両親に、その人を紹介す

る。そういう話を聞くと地域づくりにつ

ながっているんだなと思います。

まさえさん

　　　　　　地域の方にとっても、子供

と触れ合うボランティア活動は大事で

す。関わる大人のやりがいや生きがい

につながることも多い。地域力をあげる

ためにも子供たちの存在は大きいです。

　　　　　地域や学校内でコーディネー

ターの立場を確立してほしいです。活

動するほど実は専門性が必要かなと。

専門職として確立されたらかなりやりや

すいのにと思うことが多いです。

ようこさん

コーディネーターの
これから
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「地域学校協働活動」の推進に至るまでの国の動きと宮城県の動きを連動させてご紹介します。

太字：法律等　「　」：具体的施策、事業　 　　：押さえておきたいキーワード

地域学校協働活動推進までの動き　・・・・・

はじめよう！やってみよう！地域学校協働活動
地域と学校をつなぐ　コーディネーター応援 BOOK

平成 30 年３月発行

平成２９年度 仮設住宅の再編等に係る子供の学習支援によるコミュニティ復興支援事業費補助金
（地域学校協働活動推進事業（NPO 等） ）

【ワーキンググループ】５０音順　平成３０年３月末現在

赤川　泉美   名取市教育委員会　生涯学習課　社会教育指導員

阿部　久美子　 登米市教育委員会　米山地区協働教育コーディネーター

伊㔟 　みゆき　 特定非営利活動法人まなびのたねネットワーク　代表理事

大場　綾　     特定非営利活動法人まなびのたねネットワーク　事務局

鹿野　恵美子　 仙台市立東六番丁小学校　学校支援地域本部　スーパーバイザー

斉藤　誠太郎　 一般社団法人 Ishinomaki 2.0  教育事業担当

千葉　加代　  登米市教育委員会　生涯学習課　社会教育指導員

波多野　ゆか　 大崎市　協働教育コーディネーター

松田　ゆう子　 柴田町教育委員会　生涯学習課 しばたっ子応援団コーディネーター

発行　特定非営利活動法人 まなびのたねネットワーク

〒980-0811  宮城県仙台市青葉区一番町 1丁目6-22  シャンボール一番町 704

TEL 022-707-0122   FAX 022-707-0497  E-mail info@manabinotane.net

地域学校協働活動の推進に係る参考情報

●学校と地域でつくる学びの未来（文部科学省・厚生労働省　地域学校協働活動のサイト）　　 http://manabi-mirai.mext.go.jp

●地域学校協働活動の推進に向けたガイドライン（文部科学省　平成 29 年 4月発行）
　http://manabimirai.mext.go.jp/assets/files/gaidorain(tiikigakkoukyoudoukatsudounosuishinnimuketa).pdf

●地域学校協働活動ハンドブック（文部科学省　平成 30 年 1月発行）　　http://manabi-mirai.mext.go.jp/assets/files/H29doyo/H29handbook.pdf

●地域学校協働活動パンフレット（文部科学省　平成 30 年 1月発行）
http://manabi-mirai.mext.go.jp/assets/files/H29kikaku/180118tiikigakkoukyoudoukatsudoupanhuretto.pdf

●はじめよう！「地域学校協働活動」（宮城県教育委員会　平成 29 年 11月発行）　　http://www.pref.miyagi.jp/site/kyodo/issuelist.html

教育基本法の改正　
「学校・家庭及び地域住民等の相互の連携協力」の規定が新設

文部科学省「学校支援地域本部事業」
学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子供を育てる体制を
整えること。学校教育の充実、生涯学習社会の実現、地域の教育
力の向上

社会教育法の改正
地域学校協働活動を実施する教育委員会が地域住民等と学校との連携協
力体制を整備すること、地域学校協働活動に関し、地域住民と学校との
情報共有や助言等を行う「地域学校協働活動推進員」の委嘱に関する協
定の整備

中央教育審議会「新しい時代の教育や地方創生の実現に
向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策
について（答申）」
地域学校協働活動の推進と地域学校協働活動本部を全国に整備

文部科学省「学校・家庭・地域の連携協力推進事業」

文部科学省「『次世代の学校・地域』創生プラン」策定 

中央教育審議会（答申）　社会に開かれた教育課程の実現

「地域学校協働活動」

平成1７年度

国の動き 宮城県の動き

平成1８年

平成２３年度

平成２７年１０月
平成２７年１２月

平成２８年１２月

平成２９年３月

平成２８年
１月２５日

平成２０-２２
年度

【みやぎらしい協働教育】
 「協働教育推進事業」
地域と学校をつなぐ仕組み・組織をつくり、家庭・地域と学校の協
働の取組を行政がしっかりと支えていく

協働教育推進事業
コラボスクール推進事業
起業教育推進事業

「みやぎの協働教育」の今後のあり方（意見書）
『協働力』の育成
コミュニティづくりや地域おこしを進めるためには、「地域課題に対し
て主体的に働き掛け、多様な人々と協働しながら課題を解決する力」
が地域に求められる

第２期宮城県教育振興基本計画 策定
～志を育み，復興から未来への創造へ～
「宮城県協働教育推進総合事業」
家庭・地域・学校が連携・共同して子供を育てる環境づくりを掲げ、
地域と学校が連携・協働の元、一体となって子供を育む「地域学校
協働活動」の推進と、活動を支える「地域学校協働本部」の組織化
協働教育基盤形成事業
協働教育普及振興事業
教育応援団事業
放課後子ども総合プラン推進事業
地域学校協働活動推進事業
（・コーディネーターの配置、地域学校協働本部の設置・家庭教育支援活動・
地域活動・学校支援活動・放課後子ども教室）

【みやぎの協働教育】
「協働教育推進総合事業」
家庭・地域・学校が相互に連携し支え合いながら強い絆で協働し、
子どもを育てる仕組みづくりを積極的に推進して家庭・地域の教育
力の向上を図り、地域全体で子どもを育てる体制の整備を図る
協働教育基盤形成事業
協働教育普及振興事業
教育応援団事業
協働教育プラットフォーム事業
（・コーディネーターの配置・家庭教育支援・地域活動支援・学校教育支援）

「学校支援地域本部事業」


